
三重県教育委員会特別支援教育課

教員養成課程の学生の皆さんへ

教員を志望する学生の方々が、発達障がいのある児童生徒との関わり方や児童生徒と教員が共に

成長していく姿などを学ぶ。

具体的な校内支援
特別な支援を必要とする子どもへの支援を行う際には、一人で悩まずに、特別支援教育コーディネーター
（※１）を中心とした校内支援体制の下で情報を共有し、支援方法等を検討しながら進める必要があります。
以下に、具体的な支援の流れについて導入部分を示します。
※１ 特別支援教育コーディネーター：小学校・中学校・高等学校等における特別支援教育の推進のため、校長から指名

された校内委員会・校内研修の企画・運営、関係諸機関・学校との連絡・調整、保護者からの相談窓口などの役割を担う
教員。

｢支援が必要である」と、気づくことから始まります。
・ 担任や教科担当の気づき ・ 保護者の気づき
※ 子どもが出すサインに気づくことが大切です。

多様な視点から子どもの情報を集めます。
・ 子どもが困っていること ・ 子どもが好きなことや得意なこと
・ 保護者が困っていることや家庭での様子 ・ 生育歴やこれまでの子どもの様子
※ 特別支援教育コーディネーターと相談しながら進めていくことが大切です。

特別支援教育コーディネーターが関係者との調整を行います。
・ 子どもの困難性、担任の主訴を把握 ・ 課題及び目標の設定
・ 支援内容、方法等の検討 ・ 支援の方向性の確認（誰が、いつ、
・ 学級、学年集団での配慮事項 どこで、何を、どのように支援するか）
・ 保護者との共通理解 ・ 全教職員の共通理解と役割分担
・ 専門機関との連携 など

気 づ く

情報収集と整理

具体的な支援
計画の検討



＜特別支援教育とは＞

「特別支援教育」とは、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向けた主

体的な取組を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒一人一人の教育的ニー

ズを把握し、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するため、

適切な指導及び必要な支援を行うものです。

引用：文部科学省ホームページ（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/tokubetu/main.htm）


